


掲載頁
1. ゴム伸縮可撓管

　スーパージョイント　  SJ-K型 ・・・ 2～9

2. コンクリート構造物用可撓継手

　ビーシージョイント　  U型 N型 ・・・ 10～15

3. コンクリート構造物用後付け式ゴム伸縮可撓継手

　ビーシージョイント  　RE-2型 ・・・ 16～21

4. 既設新設取り合い部用ゴム伸縮可撓継手

　ビーシージョイント　  G型 ・・・ 22～25

5. 既設新設取り合い部用

　後付け式ゴム止水板180L型 ・・・ 26～29

6. ゴム止水板

　ブラックシール ・・・ 30～33

7. コンクリート用耐摩耗板

　タフマイト ・・・ 34～41

8. シールド管路用伸縮可撓継手

　可撓セグメント　タフレキシィ ・・・ 42～47

9. 合成ゴムライニング梯子

　ゴールドタラップ ・・・ 48～49

10. 柔構造樋門継目用耐土圧板

　耐圧ゴムプレート　  　S-L型 ・・・ 50～53

11. 鋼矢板用可撓継手

　フレックスパイル　 　 FP-Z型  FP-ZH型 ・・・ 54～59

12. 樋門用ステンレス製グラウト調査孔

　グラウトホール ・・・ 60～63
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　各種水利・水処理施設、地下鉄、共同溝、洞道、地下通路等のコンクリート構造
物において、地盤沈下や地震変位への対応を目的とし1997年に既設と新設の取り
合い部に設置できる横締め型のビーシージョイントＧ型を開発しました。以来、全
国の水利・水処理施設や共同溝等に沈下対策、地震対策、漏水対策で多数採用され
ています。

⑥新設側に別途手配の目地材と型枠を組み、コンク
リートを打設し、打設後埋戻し前に幅決め材を撤去

①既設コンクリートの下地処理　 ②既設コンクリート面に接着系アンカーを打設し、
　止水材をアンカーの両側に貼付け

③伸縮部材をボルト締め（トルクレンチで確認） ④新設側枠体をセットし、幅決め材で寸法固定

⑤継手据付状況（全景）

ＢCG-05

既設新設取り合い部用ゴム伸縮可撓継手

※製品の形状・寸法は改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

G型

吊り金具
幅決め材

セット用パイプ

1091 24.09 BX MS

施工方法
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番号 材料名 材　質

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

伸縮部材

止水材(1)

外枠板

押え板

アンカーボルト

ゴムワッシャー

接着系アンカー

アンカー(2)

目地材

止水材(2)

CR (クロロプレンゴム)

ブチルゴム

SS400又はSPHC     

SS400 

SUS304、SR235

SUS304

SD295

発泡ゴム

水膨張ゴム

調　査

既設コンクリート面の劣化状態
継手設置を阻害する障害物の有無
資材搬入経路
作業時の安全の確保
形状寸法
変位量の想定、圧力条件
構造物の詳細図面
資材の製造納期と施工期間の確認

段差、欠け、ワレがある場合は別途修正工事を追加積算
シート防水層がある場合は必ず撤去が必要
搬入口の大きさ、搬入距離
換気、電源の確保
既設躯体の寸法
使用条件確認
既設、新設の形状寸法確認
全体工期の算出

確　認

注 1：使用条件が表中の条件を超える場合、または材質の変更など特殊設計仕様になる際は当社までご相談ください。
注 2：継手外面は目地構造のため、土圧は接続躯体で受け持ちます。
注 3：表中の変位性能は単独変位許容値です。
注 4：各タイプの最大目地幅は当社までお問い合わせください。

品　種

断面構造

沈下量(㎜)

伸び量(㎜)

内水圧(MPa)

外水圧(MPa)

製品質量(kg/m)

最小壁厚(㎜)

使用部材

塗装仕様 外枠板、押え板はタールエポキシ樹脂を標準塗装仕様とします。（コンクリート付着面は無塗装）

G220 型

50

30

0.1

0.1

 40

350

100

100

0.1

0.1

 70

400

G250D 型

取付見取図

設計時の留意点

伸縮部材物性規格

G220型

既設側 新設側

試験方法

規格値

試験項目

引 張 試 験

JIS K 6251

14.7以上 350以上 65±5 ±40以内

JIS K 6257

伸び変化率
%

引張強さ
変化率%

硬さの変化

老化試験（70℃×96時間）

－15以内 0～＋15

硬さ
タイプA

JIS K 6253-3

引張強さ
MPa

伸び
%

2

1. 既設構造物と新設構造物の取り合い部に設置が可能です。

2. 既設構造物の壁面に接着系アンカーを打設し、横締めで取付けができます。

3. Ｕ字形の伸縮部材の形状変形により、あらゆる変位に追随し、耐震性の向上が図れます。

特　長

品　種
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番号 材料名 材　質

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

伸縮部材

止水材(1)

外枠板

押え板

アンカーボルト

ゴムワッシャー

接着系アンカー

アンカー(2)

目地材

止水材(2)

CR (クロロプレンゴム)

ブチルゴム

SS400又はSPHC     

SS400

SUS304、SR235

SUS304

SD295

発泡ゴム

水膨張ゴム

調　査

既設コンクリート面の劣化状態
継手設置を阻害する障害物の有無
資材搬入経路
作業時の安全の確保
形状寸法
変位量の想定、圧力条件
構造物の詳細図面
資材の製造納期と施工期間の確認

段差、欠け、ワレがある場合は別途修正工事を追加積算
シート防水層がある場合は必ず撤去が必要
搬入口の大きさ、搬入距離
換気、電源の確保
既設躯体の寸法
使用条件確認
既設、新設の形状寸法確認
全体工期の算出

確　認

注 1：使用条件が表中の条件を超える場合、または材質の変更など特殊設計仕様になる際は当社までご相談ください。
注 2：継手外面は目地構造のため、土圧は接続躯体で受け持ちます。
注 3：表中の変位性能は単独変位許容値です。
注 4：各タイプの最大目地幅は当社までお問い合わせください。

品　種

断面構造

沈下量(㎜)

伸び量(㎜)

内水圧(MPa)

外水圧(MPa)

製品質量(kg/m)

最小壁厚(㎜)

使用部材

塗装仕様 外枠板、押え板はタールエポキシ樹脂を標準塗装仕様とします。（コンクリート付着面は無塗装）

G220 型

50

30

0.1

0.1

 40

350

100

100

0.1

0.1

 70

400

G250D 型

1

取付見取図

設計時の留意点

伸縮部材物性規格

G220型

既設側 新設側

試験方法

規格値

試験項目

引 張 試 験

JIS K 6251

14.7以上 350以上 65±5 ±40以内

JIS K 6257

伸び変化率
%

引張強さ
変化率%

硬さの変化

老化試験（70℃×96時間）

－15以内 0～＋15

硬さ
タイプA

JIS K 6253-3

引張強さ
MPa

伸び
%

1. 既設構造物と新設構造物の取り合い部に設置が可能です。

2. 既設構造物の壁面に接着系アンカーを打設し、横締めで取付けができます。

3. Ｕ字形の伸縮部材の形状変形により、あらゆる変位に追随し、耐震性の向上が図れます。

特　長

品　種
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　各種水利・水処理施設、地下鉄、共同溝、洞道、地下通路等のコンクリート構造
物において、地盤沈下や地震変位への対応を目的とし1997年に既設と新設の取り
合い部に設置できる横締め型のビーシージョイントＧ型を開発しました。以来、全
国の水利・水処理施設や共同溝等に沈下対策、地震対策、漏水対策で多数採用され
ています。

⑥新設側に別途手配の目地材と型枠を組み、コンク
リートを打設し、打設後埋戻し前に幅決め材を撤去

①既設コンクリートの下地処理 ②既設コンクリート面に接着系アンカーを打設し、
止水材をアンカーの両側に貼付け

③伸縮部材をボルト締め（トルクレンチで確認） ④新設側枠体をセットし、幅決め材で寸法固定

⑤継手据付状況（全景）

ＢCG-05

既設新設取り合い部用ゴム伸縮可撓継手

※製品の形状・寸法は改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

G型

吊り金具
幅決め材

セット用パイプ

施工方法
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⑥孔の清掃

・穿孔完了後、 製品を取り除き、 取付面、孔を十分に清掃

心コンクリートの粉は取付強度に影響するため、エアーなどで完全に除去する。

⑦樹脂カプセルアンカー の装着

・アンカー孔に樹脂カプセルアンカー （カプセル：¢13X65L)を装着

・アンカーボルトにて樹脂カプセルを攪拌しながら所定の深さまで装着

M12ナット
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アンカーボルトにはボルト突出長さの管理の

ため、挿人長をマ ー キングしておく。M12の

ダブルナットをつけたアンカーボルトを電動

ドリルにセットし、回転・打撃によりカプセル

を攪拌・混合 しながら、孔底まで埋め込む。

⑧養生

・樹脂カプセルアンカー は樹脂が硬化するまで養生 （養生後ナットを取り外す）

＜硬化時間表（目安）＞

温度（℃） ゜ 5 10 15 20 25 30 

空気中硬化時間 60 40 25 18 15 12 10 
（分）

⑨硬化後、 所定の締め付けトルクで完全固定

・アンカーボルトに合わせタフマイトMを本敷設

・準備された締め付け用ワッシャ ー (cp32X2t)を装着

・固定ナットは製品がずれない程度に仮締め

・敷設面全体の収まりが確認出来た後、ラチェット等で本締め

•最終確認と してトルクレンチで所定の締め付けトルクに調整、増し締め

タフマイト

心M12の場合、締め付けトルクの日安は31.5N·mとします。

38
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— 
型 式 NS型 RS型

組立完成図
゜

‘` ` ‘ ° 

伸び 縮み 剪断 耐外水圧 伸び 縮み 剪断 耐外水圧
変位性能

60mm 60mm 100mm 0.6MPa 50mm 50mm 50mm 0.4MPa 

①止水コム ⑦内面カバー コム取付部材 ①止水コム ⑤外主桁
②止水コム押え板 ⑧内面カバー コム ②止水コム押え板 ⑥縦リブ
③スキンプレート ⑨目地材 ③スキンプレート ⑦目地材
④内主桁 ⑩推力受材 ④内主桁 ⑧推力受材

部材名称 I ⑤外主桁 ⑪推力受材継手板 下図
⑥縦リブ 下図

土被り60m（耐外水圧0.6MPa)まで対応。
二次覆エレスの下水・導水トンネルに要求される

製品説明

ることにより、二次施工での手間を大幅に軽減。
桁高175mmから対応可能。

土被り40m（耐外水圧0.4MPa)まで対応。
ゴムに孔を開けすにボルトで押え板を介し取り付け

内面の平滑化を考え開発された可撓セグメントで ることで一 次施工時のゴムの取り付けがスムーズに
長期的な止水、変位吸収を一つのゴムで可能にす なり、N型と比べ、二次施工時の施工手間を軽減。

桁高100mmから対応可能。

二次覆エ無し

二次覆工有り

FRPM管工法

対応可能 対応可能

対応可能 対応可能

対応可能 対応可能

セグメント幅
500mm (175h~225hの場合）
600mm (250h~350hの場合）

500mm (l OOh~150hの場合）

一次覆工時

の構造

8
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型式 N型 M型

組立完成図

。。

ヽ

゜

伸び 縮み 剪断 耐外水圧 伸び 縮み 剪断 耐外水圧
変位性能

50mm 50mm 100mm 0.2MPa 50mm 50mm 200mm 0.6MPa 

①一次止水材 ⑦外主桁 ①一次止水コム ⑩耐カバー

②二次止水ゴム ⑧縦リブ ② 一次止水コム押え板 ⑪耐カスリーブ
③二次止水ゴム押え板 ⑨目地材 ③二次止水コム ⑫内面カバー プレー ト
④取付金具 ⑩副リブ ④二次止水コム押え板 ⑬目地材

部材名称 I ⑤スキンプレー ト ⑪ 推力受材 ⑤スキンプレー ト ⑭高ナット
⑥内主桁 ⑫推力受材継手板 ⑥内主桁 ⑮推力受材

下図 ⑦外主桁 ⑮推力受材キー

⑧縦リブ 下図
⑨カバー クロス

製品説明

土被り20m（耐外水圧0.2MPa)まで対応。 土被り60m（耐外水圧0.6MPa)まで対応。
主な一般セグメント（スチ ール、RC、ダクタイル等） 耐カバーが外圧を受け持つ構造によって、大きな外
と同桁高さに することが可能で、様々な工法にも対 圧に対応し設計作動量を越える変位が生じた場合で
応でき、施工性に優れている。 （本図は二次覆エコ も耐カバーが離脱防止材 と して機能する。
ンクリー トありの場合） 桁高 450mmから対応可能。
桁高75mmから対応可能。 一般セグメントの桁が450mm以下の場合は、可撓セ

グメントが内側に突出する。
※東京湾横断道路に使用されている。

三:]
| 対応可能（桁高カイ

ロ：

加内面に出る） 対応可能（桁高が低いと、部材が内面に出る）

対応可能

対応可能

セグメント幅 I 500mm (75h~150hの場合） 1200mm (450h~500hの場合）

一次覆工時

の構造

) ゚
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GTR-04

上記以外の形状・寸法も製作可能ですので、当社営業までお問い合わせください。 

試験項目
引張試験 硬さ 

タイプＡ

耐薬品試験 浸漬試験 

（質量変化率） 
外観試験 剝離試験 

引張強さ 伸び 引張強さ 伸び 

本体ゴム
11.8MPa 以上 

{120kgf/cm²以上}
450%以上 60±5 

9.8MPa 以上 

{100kgf/cm²以上}
450%以上 2%以下 

炭化変色の 

ないこと 

6.9N/mm 以上 

{7kgf/cm 以上}

試験方法 JIS K 6251 JIS K 6253-3

JIS K 6258 

30％水酸化ナトリウム溶液 

23±2℃×48 時間 

JIS K 6258 

水 

23±2℃×24 時間

JIS K 6258 

50%硫酸溶液 

23±2℃×24 時間

JIS K 6256-2 

90 度剝離試験 

{}内数値は CGS 単位系を表します。

製品の形状・寸法は改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

形状・寸法

物性規格

49



設置状況

試験写真

Ｓ-Ｌ型 コーナー部

土砂接触面側の摩擦抵抗値確認試験

従来型 コーナー部（Ｌ字加工部）

柔構造樋門継目用耐土圧板

　柔構造樋門において多くの採用実績を誇る耐圧ゴムプレートＳ型の改良品として開発され
土砂接触部の形状変更により、従来品と同性能を維持しながら、製品のコンパクト化を実現
しました。
　また、従来品は函体の幅に合わせ角部をＬ字に曲げ加工する必要がありましたが、Ｓ-Ｌ型
は加工レス方式を採用し、函体の幅・高さの出来形に影響されることなく、任意の箇所で折
り曲げ可能です。これにより施工性・経済性・生産性を大幅に向上させた製品です。

TSL－01

※製品の形状・寸法は改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

S-L型

1056 24.05 BX MS

50



のはたらき

ゴム物性規格

試験方法

伸縮部材

試験項目

引張試験

14.7以上

JIS K 6251 JIS K 6253-3 JIS K 6257

350以上 65±5 ±40以内

伸び変化率
%

引張強さ
変化率%

硬さの変化

老化試験（70℃×96時間）

－15以内 0～＋15

硬さ
タイプA引張強さ

MPa
伸び
%

・変位200 ㎜以上についてはお問合せください。
・耐土圧200kN/㎡以上についてはお問い合わせください。
・表中の性能値以上が必要な場合は特殊設計により別途検討します。

１．構造がシンプルで取り扱いが容易です。
２．従来品と同等性能を維持しながら、より小さく軽量化されたため、経済性・施工性が上がりました。
３．土砂接触面側のグルービング（凹凸）加工により、任意箇所にて折り曲げが可能です。
４．耐候性、耐薬品性に優れたクロロプレンゴム（CR）を用いており、長期の耐久性を保持できます。
５．コンクリート製に比べ、作業工程・施工手間が非常に少なく、現場での品質管理が不要です。

構造 ・ 材料

性　能

伸び量
（㎜）

剪断量
（㎜）

製品幅
（㎜）

耐土圧
P（kN/㎡）

側壁部重ね代
H（㎜）

製品質量
（kg/m）

タイプ

S100L 型 100 100 800 200 以下 200 7.0

S200L 型 200 200 1100 200 以下 300 9.0

取付見取図特　長

　耐圧ゴムプレートＳ-Ｌ型は補強布を内層しており、土砂接触面側にグルービング（凹凸）構造を採用しま
した。従来品と比較して土砂接触面側の摩擦抵抗値増加に成功。それに伴う製品幅の縮小と軽量化が実現
し、これまで函体幅に合わせ都度製作していた角部のＬ字加工も不要となりました。また、函体接触面には
土砂侵入防止材がついています。（特許取得済み）

耐圧ゴムプレートＳ-Ｌ型は樋門目地部に生じる開口、目違い、折れ角等の変位を吸収すると共に下記の性
能を発揮します。

　１．土砂等の侵入を防止して可撓継手の変位性能に影響を与えません。
　２．目地部変形状態において、土圧に対して安全な強度を有します。

土砂侵入防止材
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のはたらき

ゴム物性規格

試験方法

伸縮部材

試験項目

引張試験

14.7以上

JIS K 6251 JIS K 6253-3 JIS K 6257

350以上 65±5 ±40以内

伸び変化率
%

引張強さ
変化率%

硬さの変化

老化試験（70℃×96時間）

－15以内 0～＋15

硬さ
タイプA引張強さ

MPa
伸び
%

・変位200 ㎜以上についてはお問合せください。
・耐土圧200kN/㎡以上についてはお問い合わせください。
・表中の性能値以上が必要な場合は特殊設計により別途検討します。

１．構造がシンプルで取り扱いが容易です。
２．従来品と同等性能を維持しながら、より小さく軽量化されたため、経済性・施工性が上がりました。
３．土砂接触面側のグルービング（凹凸）加工により、任意箇所にて折り曲げが可能です。
４．耐候性、耐薬品性に優れたクロロプレンゴム（CR）を用いており、長期の耐久性を保持できます。
５．コンクリート製に比べ、作業工程・施工手間が非常に少なく、現場での品質管理が不要です。

構造 ・ 材料

性　能

伸び量
（㎜）

剪断量
（㎜）

製品幅
（㎜）

耐土圧
P（kN/㎡）

側壁部重ね代
H（㎜）

製品質量
（kg/m）

タイプ

S100L 型 100 100 800 200 以下 200 7.0

S200L 型 200 200 1100 200 以下 300 9.0

取付見取図特　長

耐圧ゴムプレートＳ-Ｌ型は補強布を内層しており、土砂接触面側にグルービング（凹凸）構造を採用しま
した。従来品と比較して土砂接触面側の摩擦抵抗値増加に成功。それに伴う製品幅の縮小と軽量化が実現
し、これまで函体幅に合わせ都度製作していた角部のＬ字加工も不要となりました。また、函体接触面には
土砂侵入防止材がついています。（特許取得済み）

　耐圧ゴムプレートＳ-Ｌ型は樋門目地部に生じる開口、目違い、折れ角等の変位を吸収すると共に下記の性
能を発揮します。

　１．土砂等の侵入を防止して可撓継手の変位性能に影響を与えません。
　２．目地部変形状態において、土圧に対して安全な強度を有します。

土砂侵入防止材
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FPZ-09施工方法

FP-Z型

　堤防の不等沈下等の変位吸収と負の周面摩擦力の影響を遮断する目的で鋼矢板用可とう
継手を設けるよう構造技術基準が定められており、フレックスパイルは全国の樋門、樋管
水門、護岸工事に幅広く採用されています。

フレックスパイルＦＰ－Ｚ型は従来のＦＰ型を改良し、工事のコスト縮減に貢献できる
画期的な継手です。

1110 23.11 BX MS

※製品の形状・寸法は改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

国土交通省 新技術情報提供システム
NETIS登録番号 KT-030049-V（掲載終了）
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設計仕様

縮み量  （mm）

伸び量  （mm）

沈下量  （mm）

断　面　構　造

品　　　種 FP100ZW型 FP200ZW型

60
100
100

150
150
200

性
能

①ユーザー名

②工事名

③用　途

④土　質

⑤補助工法

⑥鋼矢板種類

⑦矢板長×打込長

1）樋門　　　　　2）水門　　　　　3）その他（　　　　）

N値

有り（　　　　　　　　　　　　）・ 無し

　　　　　　m　×　　　　　　m

(1)打ち込み断面積が小さく、硬い地盤でも打ち込みやすい。

(2)鋼矢板用定規が使用でき、作業の正確性、迅速性が向上。

(3)先端沓、保護板の撤去作業と撤去後の砂詰め作業がなく、工事時間が短縮。

(4)変位（沈下、伸び、縮み）に対する止水ゴムの反力（変位抵抗）が小さい。

※上記断面図はⅡW型

フレックスパイルFP-Z型をご検討の際は、下記項目をご提示願います。

※仕様条件が表中の変位性能値を超える場合、用途が護岸の場合はご相談ください。

U型鋼矢板　II型、IIW型、III型、IIIW型、IV型、IVW型、VL型、その他

特　長

構　造

品　種

設計仕様

ゴム物性規格

試験方法

規 格 値

試験項目

引 張 試 験

JIS K 6251

14.7以上 350以上 65±5 ±40以内

JIS K 6257

伸び変化率
%

引張強さ
変化率%

硬さの変化

老化試験（70℃×96時間）

－15以内 0～＋15～＋

硬さ
タイプA

JIS K 6253-3

引張強さ 伸び
%MPa

ハット型鋼矢板対応のフレックスパイルＦＰ-ＺＨ型については
弊社ホームページをご確認ください。

西武ポリマHP
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設計仕様

縮み量  （mm）

伸び量  （mm）

沈下量  （mm）

断　面　構　造

品　　　種 FP100ZW型 FP200ZW型

60
100
100

150
150
200

性
能

①ユーザー名

②工事名

③用　途

④土　質

⑤補助工法

⑥鋼矢板種類

⑦矢板長×打込長

1）樋門 2）水門 3）その他（　　　　）

N値

有り（ ）・ 無し

m　× m

(1)打ち込み断面積が小さく、硬い地盤でも打ち込みやすい。

(2)鋼矢板用定規が使用でき、作業の正確性、迅速性が向上。

(3)先端沓、保護板の撤去作業と撤去後の砂詰め作業がなく、工事時間が短縮。

(4)変位（沈下、伸び、縮み）に対する止水ゴムの反力（変位抵抗）が小さい。

※上記断面図はⅡW型

フレックスパイルFP-Z型をご検討の際は、下記項目をご提示願います。

※仕様条件が表中の変位性能値を超える場合、用途が護岸の場合はご相談ください。

U型鋼矢板　II型、IIW型、III型、IIIW型、IV型、IVW型、VL型、その他

特　長

構　造

品　種

設計仕様

ゴム物性規格

試験方法

規 格 値

試験項目

引 張 試 験

JIS K 6251

14.7以上 350以上 65±5 ±40以内

JIS K 6257

伸び変化率
%

引張強さ
変化率%

硬さの変化

老化試験（70℃×96時間）

－15以内 0～＋15～＋

硬さ
タイプA

JIS K 6253-3

引張強さ 伸び
%MPa

ハット型鋼矢板対応のフレックスパイルＦＰ-ＺＨ型については
弊社ホームページをご確認ください。

西武ポリマHP

FPZ-09
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FP-ZH 型

FP-H  型 
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嵌合可能 嵌合不可 

ゴム物性規格

試験方法

規 格 値

試験項目

引 張 試 験

JIS K 6251

14.7以上 350以上 65±5 ±40以内

JIS K 6257

伸び変化率
%

引張強さ
変化率%

硬さの変化

老化試験（70℃×96時間）

－15以内 0～～＋＋15

硬さ
タイプA

JIS K 6253-3

引張強さ 伸び
%MPa

特　長

構　造
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嵌合可能 嵌合不可 

FZH2-03品　種

設計仕様設計仕様

設計時の注意点
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一
柔構造樋門の安全をサポー トする西武ポリマ化成の河川資材

グラウトホ ー ルの関連資材

u型
フレックスパイ）lJ® FP-Z型ピーシージョインド® U·E型

\` 1 

従来の剛支持樋門に採用 コンクリ ー ト構造物伸縮
されている鋼矢板用可撓 継H部に設置される伸可

継手で、 護岸用も製作し 撓継手で、 全国の樋門エ
ています。 事に採用されています。

耐圧コムフツードS型

柔構造樋門継目用耐±
圧板で、 施工性と経済
性を考慮したゴム板夕
イプの耐圧ゴムプレ ー

トです。

耐圧コムフレーt-F型, 

L.l. 
[ 

柔構造樋門継目用耐土
圧板で、 ボルトで函体
に固定する波型タイプ
の耐圧ゴムプレ ー トで
す。

製品の形状・寸法は改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承ください。
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